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研究成果の概要（和文）：本研究は、博物館におけるインタプリテーションを普及するため、学芸員ガイドをモデル化
し、その知識を蓄積し、インタプリテーションを支援するためのマルチモーダル・データベースを構築する研究である
。成果としては、インタプリテーションの「形」（ストーリーの組み立て方、コミュニケーションスキル、フレーズ集
の要素）を明らかにしたこと、ガイドのストーリーを記述するためLinked Dataによるメタデータのアーキテクチャを
設計したこと、インタプリテーション支援のためのマルチモーダル・データベースを構築したことである。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to construct a interpretation model of a museum attendant, to 
accumulate its knowledge with guide story, and to create a multimodal database with supporting the interpr
etation in museums.
 As a result, we described a interpretation model (story templates, communication skills, and elements of 
phrases), and designed an architecture of the metadata based on Linked Data in order to describe the story
 of a guide, and built a multimodal database with supporting the interpretation in museums.
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１．研究開始当初の背景 
 博物館のデータベースの標準化やメタデ
ータベースは整備されつつある。しかし、現
行の博物館のデータベースは、基本的に、収
蔵品単体に対しての情報の項目で構成され、
本来収蔵品が持っている、関連した情報（文
化、歴史、芸術、宗教、逸話など）といった
ものまでは表現することができていない。特
に、収蔵品に関わる学芸員によるインタプリ
テーション活動として解説するストーリー
のあるコンテンツは、その収蔵品を知る上で
重要な情報であり、また、博物館にとっても
来館者にとっても魅力的なコンテンツとな
る。 
 一方で、インタプリテーションは、自然公
園等の分野で発展・確立・普及してきた。現
場での直接経験を提供して、ビジター（学習
者）の特性に応じて、臨機応変に学習内容を
提供して、効果的な学習環境を提供する。 
博物館でも、「ガイド」として、学習環境が
実施されているが、内容により必ずしも直接
体験を提供できるとは限らず、インタプリテ
ーションとしての学習としてはまだ確立さ
れていない。 
 博物館でも、「ガイド」として、学習環境
が実施されているが、内容により必ずしも直
接体験を提供できるとは限らず、インタプリ
テーションとしての学習としてはまだ確立
されていない。そこで、本研究では、マルチ
モーダルなコンテンツによる支援でもって
インタプリテーションを博物館の分野に応
用して普及させていくことを目的とする。 
 申請者は、2008 年より歴史博物館と共同
で、館内の映像コンテンツの視聴環境につい
ての調査と、収蔵品の解説のための映像によ
る学習コンテンツの制作を行ってきた。また、
2004 年より、楽器博物館と協力して、継続
的に楽器の映像コンテンツの制作を行って
おり、楽器を多面的に学ぶための知識映像コ
ンテンツのデザインに関する研究を実施し
てきた。館内における、学芸員が実施する館
内ツアーに着目して、この解説をモデル化し
て、ツアー型の映像コンテンツを研究開発し
てきた経緯がある。このポイントは、来館者
にとって、学芸員のガイドで解説するような
ストーリーでもって収蔵品の関連する情報
（使用形態、当時の様子、科学的な事柄など）
を映像でわかりやすく紹介することで、興味
が沸き、理解が深まるという点にある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、博物館の現場におけるイ
ンタプリテーション活動を支援するため、収
蔵品の持つ文化や歴史や科学や芸術など、そ
の豊かな世界をマルチモーダル・データベー
ス(学芸員が解説するような知識構造と豊か
な表現を持った映像や音声やテキスト等で
表されたストーリーを持ったコンテンツの
データベース)を構築することにある。これに
より、来館者に良質な学習環境を提供すると

ともに、従来の博物館のデータベースを拡張
し、それぞれの収蔵品と関連情報を有機的に
結びつけ、さらに、学術的にもこれまで表現
しにくかった貴重な時事の記録を蓄積・活用
できる環境を提供する。 
 
３．研究の方法 
 博物館におけるインタプリテーションの
支援として学芸員ガイドのストーリーをモ
デル化して、データベース化し、収蔵品のデ
ータベースと関連づけるメタデータのアー
キテクチャを考案し、さらに多くの関連情報
を結びつけ、より深く幅広い魅力的な知識の
保存と活用を促進するためのマルチモーダ
ル・データベースを構築する。 
 まず、学芸員ガイドのベースとなるストー
リーの分析およびモデル化と、博物館におけ
るインタプリテーションの導入についての
調査と、マルチモーダル・データベースの基
本アーキテクチャの検討を行う。次に、実際
に歴史博物館において、インタプリテーショ
ンの試験的な実施と、メタデータのアーキテ
クチャの設計および収蔵品の映像コンテン
ツの試作を行い、評価実験をし、インタプリ
テーションの支援のためのマルチモーダ
ル・データベースの構築を行う。さらに、博
物館におけるインタプリターの導入および
普及活動を実施していく。具体的には以下の
通りである。 
（１）学芸員のガイドのモデル化 
 学芸員のガイドのストーリーをテーマ展
開パターンで分析して、ストーリーの構造と
それを構成する要素を明らかにする。 
（２）博物館におけるインタプリテーション
の導入についての調査 
 自然公園等の分野では通常行われている
インタプリテーションは、直接体験ができる
という前提で設計されている。これを直接体
験しにくい館内においてインタプリテーシ
ョンの導入の可能性について調査を行う。ま
た、映像コンテンツの支援により、擬似的な
体験を支援することでの導入について検討
を行う。 
（３）メタデータのアーキテクチャの設計 
 既存の収蔵品のデータベースの項目と国
際的記述標準の項目を比較し、ガイドのスト
ーリーを記述するためのモデルの構成要素
を整理し、関連性を明らかにする。これをも
とに既存データベースを拡張しストーリー
を記述するためのメタデータを設計し、デー
タベースに組み込むアーキテクチャを明ら
かにする。 
（４）インタプリテーションの支援のための 
マルチモーダル・データベースの構築 
 最終的に、博物館におけるインタプリテー
ションの支援のための、収蔵品データベース
および映像コンテンツの活用として、マルチ
モーダル・データベースを構築し、学芸員の
ガイドのストーリーを記述できることを明
らかにし、実際に博物館におけるインタプリ



テーションの導入を促進し、広く普及してい
く。 
 
４．研究成果 
 （１）に対しては、学芸員ガイドのベース
となるストーリーの分析およびモデル化で
は、学芸員のガイドを撮影して対話をストー
リーの観点で分析して、学芸員ガイドのモデ
ル化を行い、さらに実際にボランティアスタ
ッフにインタプリテーションの導入を試み、
試験的な導入実験をして効果があることを
確認した。ストーリーのモデル化のベースと
して、これまで撮影してきた学芸員のガイド
の解説映像を対象として、泉子・K・メイナ
ードによる「会話分析」のテーマ展開パター
ンを基本にして、大枠としては歴史、自然、
芸術、文化、科学、宗教などの観点から、さ
らに詳細なトピックまで分析をして、学芸員
のガイドのストーリーのモデル化を行った。 
 （２）に対しては、博物館におけるインタ
プリテーションの導入についての調査では、
浜松市博物館を対象とした来館者の実態調
査および琵琶湖博物館の展示交流員を対象
としたインタプリテーションの実態調査を
実施し、インタプリテーション導入の可能性
と効果と課題を明らかにした。さらに、全国
で実施されているガイドをWebページなどか
ら調査して、データベース化し、実施方法や
形式などを分析し、まとめてガイドの体系化
を行った。 
 （３）では、マルチモーダル・データベー
スの基本アーキテクチャの検討では、ガイド
のモデル化をベースにして、インタプリテー
ションを支援するための映像により支援コ
ンテンツとデータベース及びメタデータの
設計を行った。メタデータは、既存の収蔵品
データベースを結びつけるもので、ガイドを
行う上でより豊富な知識の支援を行うため
のものである。 
 （４）では、（１）で分析されたガイドの
ストーリーをデータベース化し、既存のデー
タベースと関連付けるための、メタデータお
よびアーキテクチャの検討し、ガイド・プロ
グラムとして実現して、映像のみならずシナ
リオとして編集してデータベース化するよ
うに試みた。具体的に、動物園について、イ
ンタプリテーションを実施するためにＱ＆
Ａをベースとしたコンテンツを制作し、
Linked Data によって、コンテンツ間の関係
と多様なメディアによって記述して、マルチ
モーダル・データベースを構築して、インタ
プリテーションをしやすいインタラクティ
ブなシステムを構築した。さらに、この構築
したシステムを利用して、動物園においてイ
ンタプリテーションの実験を行い、評価して、
効果があることを確認した。 
 まとめとして、博物館でのインタプリテー
ションのための設備におけるマルチモーダ
ル・データベースを活用した、インタプリテ
ーションの「形」を構築し、実際に様々な興

味のレベルにある来館者を対象として、浜松
市博物館の学芸員らと学芸員を目指す学生
らと協力し、継続的にインタプリテーション
活動を実施して、総合的な評価と改善を行っ
た。インタプリテーションの「形」として、
ストーリーの組み立てと、コミュニケーショ
ンスキル、フレーズ集の要素が重要であるこ
とが分かった。また、ガイドが来館者に与え
る印象についても調査・分析を行い、見た目
の印象に関わらず、ガイドのコミュニケーシ
ョンスキルが重要であることが明らかにな
った。 
 浜松市博物館の館長および学芸員らと協
力して、収蔵品データベースや映像コンテン
ツを活用できるインタプリターを養成する
講座の企画・運営を継続的に実施するための
組織作りについて検討した。具体的には、説
明ボランティア講座のボランティアスタッ
フに対してインタプリレーションの実践を
試みたが、ガイドの基本スキルおよび IT リ
テラシーの課題から、インタプリテーション
技法そのものを取り入れることは困難であ
ったが、部分的に取り入れることでガイドの
特性に合わせた独自のガイド方法を経験に
より構築していくことが重要であると分か
ってきた。普及活動については検討のみにと
どまったが、企業でのブランド向上のための
職場見学や工場見学にも応用が十分に可能
であることが分かった。 
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